
おひさま発電所初の小水力
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• 2004年12月創業、飯田市鼎下山に事務所、スタッフ16名



飯田・下伊那を
中心に、
太陽光パネル
約11MW、400件



野底川
小水力発電

竣工式典@10/6

発電所前

点灯セレモニー



野底川小水力発電所 位置

取水口

発電所

野底山森林公園
キャンプ場

エスバード

エスバードから4.5km、野底山森林公園のすぐ上（飯田市上郷）

水圧管

1km



取水設備
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水圧管敷設



水車の据付工事

8



発電所建屋と放水路
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発電所の概要

• 有効落差：79.75ｍ

• 最大使用水量：0.55㎥/s

• 最大出力：340kW

• 年間想定発電量：2,120MWh
（一般家庭 700世帯分）



工事体制、事業費

飯田まちづくり電力㈱ おひさま進歩エネルギー㈱
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野底川市民発電㈱

・総事業費は5.8億円
市民出資 ：1.5億円 事業者出資 ：0.5億円
長野県補助金：1.3億円 銀行融資 ：2.5億円

・固定価格買取制度（FIT：20年間 29円/kWh）を活用。

【事業費】

創業令和3年5月13日
資本金 50万円
運営体制代表取締役 菅沼利和

ダム水路主任技術者 仲田茂

神稲建設㈱ 三峰川電力㈱

地域金融機関
（飯田信金・八十二）
・必要資金の融資

長野県
（自然エネルギー地
域発電推進事業）

おひさま自然エネ
ルギー㈱
・市民ファンド募集代行

工事監理業務請負

共同設立

中部電気保安協会

工事業務委託

保安業務

飯田市
・地域環境権条例



愛称の募集（愛称：もりデン こりき君）

応募締切 2022年9月～10月
応募総数 140点
※選考委員会で最終選考に残った5作品
から①②を合作して愛称を決定。

①応募作品１：もりデンデン
②応募作品２：黒田の こりき（小力）君

11



地域貢献

毎年、売電収益の１％（60万円程度）を上郷地域まちづくり委員会に寄付する。
【使途】
①野底山の森林活用事業
森林・木工体験、森林散策など森林を活かした事業を行う。

②野底山森林公園の整備事業
森林公園内の施設、遊歩道、キャンプ場等の整備を行う。

③野底山森林公園の活用事業
野底山の自然保護、環境学習等を行う。
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●上郷小学校での環境学習（2023年）

・上郷地域まちづくり委員会、野底川
市民発電（株）がプログラム提供。
・5年生の野底山遠足に合わせて、発
電所見学、事前学習会（2回）を開催。

【事前学習】
①野底山の自然と小水力発電
②コンセントの向こうがわ



再エネ発電事業の効果

① 地域と一緒に地元の自然エネルギー資源を活用し、地球温暖化を防止

地域のみなさんと一緒に、CO2を排出しない電気を発電

② 再生可能エネルギーでいつまでも住みよい地域に

発電収入で、公園整備、ＵＩターン支援、防災力向上、環境学習など地域づくり。

エネルギー購入費用を地域内に循環させ、持続可能な地域づくりにつなげる

飯田市の年間電気代は約130億円
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飯田まちづくり電力にて、
野底小水力の電気を含む地産地消の電気供給



ご清聴ありがとうございました。


